
　　　　

2025 年 3 月 31 日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・毎月　/季節の掲示物制作
・６月　/こふかまつり　10月　/ハロウィンパーティー　12月　/クリスマス会　1月　/もちつき大会
・防災避難訓練　　　・社会体験

家族支援

・送迎時にご本人の様子を聞いたり教室での様子をお伝えしたりすることで、
共有を図ります。また悩み事などには、必要に応じてご相談や面談を行い、解
決していけるように支援の方法の共有だけでなく、助言などもしています。

移行支援

・園を継続をして通える日数や時間が増えていくように、園から日ごろの
様子などを伺い、共有を図ります。またライフステージの切り替えを見据
えた移行に向けた準備をします。

地域支援・地域連携

・園に安心して通園できるように、保護者様と話し合った上で、通園先と情報
共有をしていきます。また通園していないお子さんには、地域で利用できる施
設で過ごせることが増えるように、ご本人に必要な支援を取り組んでいます。

職員の質の向上

・防災外部研修訓練
・その他をテーマとする内部研修会

支　援　内　容

・生活のリズムや生活習慣の形成として、生活動作につながる指の使い方やプログラムの提供と実施
・基本的生活スキルの獲得の為の、食事や排泄の補助を本人のペースと気持ちに寄り添う支援
・心身の健康状況の把握として、ご家族との確認と来所時の検温
・タイムスケジュールやお支度カード等、ボードを活用して構造化を意識した掲示物で、環境の整備を行う

・姿勢保持へ繋げるために、バランスを養うプログラムを実施
・動作能力の向上となる為に、朝の体操を組み込み、プログラムではマットを使っての運動
・感覚刺激や感覚の特性に対して、楽しくできるように玩具や道具を使って実施。過敏なお子さんには個別対応

本
人
支
援

・空間や時間、形の認知では、床につけたマークの中で自分を場所や範囲を練習し、タイマーなどを使って時間を知らせている。
・認知の特性配慮と対応においては、ご家族や園での様子を共有して、こだわりを受け入れることや軽減出来るサポートをする

・受容言語と表出言語では、言葉と物を使って伝えていくことや、遊びの中でコミュニケーションに必要な言葉を練習していく。
・言語の形成や活用促進では、プログラムにおいては伝えたいことを言葉で伝える。絵カードなどの補助も活用をして、言葉に興味を持ってもらえるように支援する。
・言葉だけでなく、ジェスチャーなどで伝える手段も入れることで、伝える楽しさを感じてもらう
・話しを聞くことの練習をしていく。

・プログラムを小集団で取り組むことで、他者への意識を向けるようにする
・プログラムや遊びの中で、喜怒哀楽のフレーズを取り入れて、気持ちを伝えることに触れていく。
・コミュニケーションがとれるように、遊びを中心に言葉やジェスチャーなどでのやりとりを促し、支援員がモデリングとなり伝えていく

支援方針

・子どもの発達・成長の姿を将来的に考え、どのような支援が必要なのかという視点から「健康と幸せ」を追求し安心して日常生活や社会生活をおくることができるよう、ご家族の子育て
の悩みや成長過程においての不安や相談、地域との関わりや関係機関との連携についても支援します。
・療育や活動支援を行う上で、机上での取り組みを重点に置くことで、就学や生活に必要なスキルを習得していきます。また子どもの想いに寄り添う支援を第一とし、成功体験を増やすこ
とで、子どもの自尊心や主体性・協調性を育て、子どもの想いに寄り添う支援をします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
自分で衣食住が賄える学習、身体、生活、社会的スキルの習得を支援すると共に、個別療育で個々の苦手分野を集団療育でコミュニケーション能力の向上を目指します。

事業所名 児童発達支援　　こふかはんのう 作成日支援プログラム


